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僕 は 近頃 かう いふ こと を考 へる。 日本と いふ 国 はい 

つたい、 何時に なったら 風俗 的に 統一され るので あら 

うか？ 

こ、 で 風俗と いふ 意味 は、 勿論 広い 意味で ある。 フ 

ランス 語で moeurs とい ふ あれで ある。 世相と 云って 

もい ゝが、 少し 漠然とし すぎる から、 日常生活の 表現 

形式と して、 やはり 風俗と いふ 言葉 を 使 ふ。 

風俗が 統一され ると いふ こと は、 一国の 文化が 他国 

の 文化の 影響 を 表面的に 受け なくなった 時、 又は 自国 

の 伝統が 絶対の 魅力 を 失って ゐ ない 時に、 民衆が ある 

一 定の 道徳的 及び 審美的 標準 を 自己の 生活の なかに 求 



める ところから 生れる ので ある。 

西洋の 文明 諸国 は、 あらゆる 革命に 通じて、 なほ 確 

固た る 民族意識 を 象徴す る 風俗 的 特色 を 失 はずに 今日 

に 到って ゐる。 ところが、 明治維新 以後の 日本 は、 政 

治 的 変貌と 同時に、 好む と 好まざる とに 拘 はらず、 ま 

つ たく 世界 歴史に 類似の な い 風俗 上 の 伝統 破壊 を 敢行 

した。 つまり、 文明開化の 精神 は、 形式的に は、 西洋 

の 風俗 を 出来 得る 限り 採用す る ことに あつたの である _ 

こ、 で、 ひとつ、 問題が あると 思 ふ。 それ は、 今日 

と雖 もさう であるが、 抑々 文明 又は 文化と いふ 観念の 

甚だしい 混乱、 不徹底、 錯誤から、 色々 な 悲喜劇が 生 



民族性 を 強調す る 場合、 屢 M 独善に 陥り、 国際 性 を 

説く 者が 須く 自卑 的な 口吻 を もらす の は、 何れも 「文 

化」 に対する 一 面 的な 観察 を 土台と する からで、 現代 

日本の 姿と いふ もの を、 風俗 的に 観察 すれば、 悲観 も 

楽観 もして ゐられ ない ので ある。 

行く と ころへ 行く と い ふ 自然法 的な 解決 も考 へられ 

ない こと はない。 混乱 は 統一 への 段階で あると 云へば 

云へ るので あるが、 それに は、 何処かに 指導 的な 力が 

働かなければ ならぬ 害で ある。 見渡す ところ、 そんな 

もの は 何処に もない。 

少く とも、 民衆 は、 偽瞞と 矛盾の なかに、 生活の 方 



向 を 失 はう として ゐ るので ある。 青年の 無気力が 云々 

され、 インテリ 階級の 頹 廃が 論ぜられ ると いふの は、 

結局 「日本 はどうな るか」 とい ふことの 不安に 原因が 

あるば かりで はない。 さう いふな かで 「正しく 生きる」 

道 を 指し示す 「文化的 標識」 を 見失って ゐ るからで あ 

る。 

「正しく 生きる」 と 云へば、 非常にむ つかしい 議論に 

なる が、 要するに、 分に 応じて 自己の 仕事 を 選び、 社 

会の 一員と して 悔いの ない 生活 を 送る ことで ある。 生 

半可な 政治 知識で 天下 国家 を 論じる 必要 はない し、 実 

行 力なく して 結社に 投じて みても はじまらぬ。 た V、 



それほどで なくても、 両方で、 自分た ちの 生きて ゐる 

時代と いふ ものに 対する 共通の 認識が ないから 駄目 だ。 

お 互が そんなに 距 つたと ころに ゐる 原因 を 相手の 方へ 

押しつける だけで は 話 は 進まな い。 

さて、 結論 を 急がなければ ならぬ が、 どうせ この 結 

論 は、 問題 を 即座に 解決させる やうな もので はない。 

風俗の 混乱 は、 風俗の 頹 廃と 卑俗 化 を 促す とい ふ 僕 

の 見方から すれば、 この 際、 思 ひ 切って 一切 を 日本式 

に 還元す るか、 すべて を 西洋式 (といっても 英 独仏 露 

米 伊 等の 何れ を 採用す るか) に 塗りつ ぶす か、 その 何 

れ かに 相談 を 纏めて、 法律で 厳重に その実 行 を 促進す 



るより 外ない と 思 ふ。 

僕 は、 もうこ、 まで 来たら、 西洋式に する 方が 合理 

的 だと 思 ふ。 それに は、 西洋の 風俗と いふ もの を、 始 

めから 研究し 直す 必要が ある。 そして、 その 「近代的」 

「文化的」 な 部分 を 洩れな く 取り入れる。 さう すると 

案外 「西洋人」 の 真似 をし なくても すむ やうな 気がす 

るので ある。 

早い話が、 和服と いふ もの を 廃止 するとす る。 さう 

して はじめて 洋服が 日本人 向きに 改造され るので ある。 

日本 音楽 を 絶対に やらせぬ ことにする (大体に センチ 

メンタルで いかんから)。 すると、 西洋 楽器 を 使って、 



現在の 歌謡曲み たいな もの もやれ ない ことになる。 程 

度の 判別 はむ つかしい が、 これ はやって 出来ない こと 

はない。 かうな ると、 音楽家 は 本気に なって 新 日本 音 

楽 を 作る ことに 努力す る だら う。 

所謂 「頭 を さげる」 お辞儀 を 廃止す る。 そこで、 握 

手 をさせる となると、 その 仕方 を 工夫す る やうになる _ 

日本人の 性情に 合った、 例へば 指先 だけ を 触れ合 ふや 

うに つ、 ましい 挨拶の 方法 を 思 ひつ くだらう。 

そうい ふ 時代が 早く 来ない もの か。 
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